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昭
和
薬
科
大
学
と
東
海
大
学

は
、
４
月
22
日
と
今
月
６
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
合
同
で

「
多
職
種
連
携
教
育（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）

チ
ー
ム
医
療
演
習
」
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
初
め
て
現
地
開
催

し
た
。
癌
や
認
知
症
な
ど
５
項

目
に
関
し
て
提
示
さ
れ
た
シ
ナ

リ
オ
に
対
し
、
学
生
た
ち
が
多

職
種
で
患
者
を
支
え
る
に
は
ど

う
す
べ
き
か
を
中
心
に
議
論
し

た
。

　

両
大
学
は
、
２
０
１
８
年
３

月
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育
を
実
施

し
て
き
た
が
、
今
回
初
め
て
対

面
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。

　

昭
和
薬
大
か
ら

は
薬
学
科
の
６
年

生
１
１
８
人
、
東

海
大
か
ら
は
医
学

科
の
５
年
生
１
０

３
人
、
看
護
学
科

の
４
年
生
77
人
、

健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
の
４
年
生

24
人
が
参
加
し

た
。

　

１
チ
ー
ム
８
～
９
人
か
ら
な

る
全
40
チ
ー
ム
が
、
２
日
間
に

わ
た
っ
て
症
例
シ
ナ
リ
オ
に
関

す
る
課
題
検
討
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
上
で
、
成
果

発
表
を
行
っ
た
。

　

シ
ナ
リ
オ
テ
ー
マ
は
、
▽
重

症
筋
無
力
症
▽
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

遺
伝
性
乳
癌
・
卵
巣
癌
▽
胃
癌

▽
認
知
症
▽
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
―
―
の
５
項
目
を
設

定
。
各
シ
ナ
リ
オ
に
対
し
、
多

職
種
で
支
え
る
に
は
ど
う
す
べ

き
か
を
中
心
に
、
診
断
・
治
療

が
行
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
、
患
者

の
背
景
に
あ
る
心
理
的
・
社
会

的
・
倫
理
的
な
問
題
へ
の
対
応

を
議
論
し
た
。

　

昭
和
薬
大
臨
床
薬
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
の
廣
原
正
宜
教
授

は
、
コ
ロ
ナ
流
行
後
に
初
め
て

現
地
で
開
催
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
こ
れ
ま
で
２
回
実
施
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
と
比
べ
、
学
生

間
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
活

発
に
行
わ
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

企
画
段
階
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
に

関
わ
っ
て
き
た
同
セ
ン
タ
ー
の

渡
部
一
宏
教
授
も
、「
学
生
に

と
っ
て
非
常
に
良
い
経
験
で
あ

り
、
将
来
医
療
者
に
な
っ
た
時

の
実
臨
床
に
お
い
て
、
チ
ー
ム

医
療
を
実
践
す
る
た
め
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
手
応
え
を
示

し
た
。

ＩＰＥ演習を現地開催
医療系学部学生が議論

昭和薬大、東海大

　

茨
城
県
つ
く
ば
地
域
の
薬
剤
師
会
、
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
で
構
成
さ
れ
た
地
域
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
リ
の
作
成
・
作
業
部
会
は
12
日
、
つ
く

ば
薬
剤
師
会
・
つ
く
ば
市
保
健
所
が
開
催
し
た

研
修
会
で
、
歯
科
領
域
に
お
け
る
消
炎
・
鎮
痛

剤
（
内
用
剤
）
の
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
の
た

た
き
台
を
公
表
し
た
。
今
後
、
地
域
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
リ
の
委
員
会
で
検
討
し
た
上
で
最
終
化
す

る
方
針
だ
。

　

つ
く
ば
市
で
は
昨
年
10
月
か

ら
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
の
運

用
を
開
始
し
、
今
年
２
月
か
ら

全
国
で
初
め
て
歯
科
領
域
で
使

用
す
る
医
薬
品
を
地
域
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
リ
の
対
象
医
薬
品
に
組

み
入
れ
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
第
１
弾
と
し
て
抗

菌
薬
の
運
用
を
開
始
し
、
第
２

弾
と
し
て
消
炎
・
鎮
痛
剤
に
も

拡
大
す
る
計
画
だ
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
作
成

中
で
あ
る
歯
科
領
域
の
消
炎
・

鎮
痛
剤
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
の
た

た
き
台
を
示
し
た
。
第
１
推
奨

に
「
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
」

「
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン
ナ
ト
リ

ウ
ム
」、
第
２
推
奨
に
「
セ
レ

コ
キ
シ
ブ
」、
推
奨
薬
が
使
え

な
い
場
合
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
は

「
ジ
ク
ロ
フ
ェ
ナ
ク
ナ
ト
リ
ウ

ム
」「
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
」「
ト

ラ
マ
ド
ー
ル
・
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ

フ
ェ
ン
配
合
錠
」
を
候
補
と
し

た
。

　

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

病
院
の
糸
賀
守
副
部
長
は
、「
歯

科
に
適
応
が
あ
る
薬
、
使
い
や

す
さ
、
禁
忌
薬
の
有
無
、
後
発

品
の
有
無
、
歯
科
医
師
が
使
用

し
て
い
る
医
薬
品
リ
ス
ト
を
活

用
し
、
６
剤
を
選
び
、
全
て
に

該
当
し
た
の
が
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ

フ
ェ
ン
と
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン

だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
を
ベ
ー
ス

に
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
を
作
っ
て

い
く
」と
述
べ
た
。

　

歯
科
医
か
ら

は
、
治
療
す
る
機

会
が
多
い
妊
婦
や

授
乳
婦
へ
の
対
応

を
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

リ
に
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
っ
た
た
め
、

妊
婦
や
授
乳
婦
に

処
方
す
る
場
合
の

デ
ー
タ
も
盛
り
込

む
計
画
で
作
成
を

進
め
て
い
る
。

　

研
修
会
で
は
、

医
薬
品
流
通
・
消
費
情
報
な
ど

を
可
視
化
す
る
「
医
薬
品
デ
ー

タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開

発
し
た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ヘ
ル
ス
ケ

ア
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
横

原
義
人
氏
が
、
つ
く
ば
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

リ
の
特
徴
を
説
明
し
た
。

　

全
国
で
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
を

展
開
し
て
い
る
他
地
域
で
は
、

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
案
作
成
か
ら

承
認
ま
で
約
半
年
か
か
る
の
に

比
べ
て
、
つ
く
ば
の
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
リ
モ
デ
ル
は
約
１
カ
月
と

短
期
間
で
行
え
る
の
が
強
み
と

し
た
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
他
地

域
は
推
奨
薬
を
メ
ー
カ
ー
レ
ベ

ル
ま
で
選
定
し
て
い
る
の
に
対

し
、
つ
く
ば
は
成
分
レ
ベ
ル
で

選
定
し
、
メ
ー
カ
ー
レ
ベ
ル
ま

で
選
定
し
て
い
な
い
の
が
大
き

い
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
は
メ
ー

カ
ー
レ
ベ
ル
ま
で
合
意
を
得
る

の
が
と
て
も
時
間
が
か
か
る
」

と
述
べ
た
。

歯
科
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
第
２
弾

つくば３師会

　

厚
生
労
働
省
は
９
日
、
持
田

製
薬
の
潰
瘍
性
大
腸
炎
治
療
剤

「
リ
ア
ル
ダ
錠
」（
一
般
名
：
メ

サ
ラ
ジ
ン
）
な
ど
８
成
分
を
含

む
品
目
に
つ
い
て
、
添
付
文
書

の
「
使
用
上
の
注
意
」
を
改
訂

す
る
よ
う
製
造
販
売
業
者
に
指

示
し
た
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
治
療
剤
で
、

持
田
製
薬
の「
リ
ア
ル
ダ
錠
」、

ゼ
リ
ア
新
薬
の
「
ア
サ
コ
ー
ル

錠
」、
杏
林
製
薬
の
「
ペ
ン
タ

サ
錠
、
同
顆
粒
、
同
坐
剤
、
同

注
腸
」
な
ど
メ
サ
ラ
ジ
ン
製
剤

に
つ
い
て
、「
重
大
な
副
作
用
」

の
項
目
に
、
中
毒
性
表
皮
壊
死

融
解
症
（
Ｔ
Ｅ
Ｎ
）
と
皮
膚
粘

膜
眼
症
候
群
（
Ｓ
Ｊ
Ｓ
）、
薬

剤
性
過
敏
症
症
候
群
を
追
記
。

　

国
内
症
例
の
う
ち
、
因
果
関

係
が
否
定
で
き
な
い
症
例
が
、

Ｔ
Ｅ
Ｎ
２
件
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
１
件
、

薬
剤
性
過
敏
症
症
候
群
７
件
が

集
積
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、改
訂
が
適
切
と
判
断
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
の
ウ
ィ

ル
ソ
ン
病
治
療
剤
「
ノ
ベ
ル
ジ

ン
錠
、
同
顆
粒
」（
酢
酸
亜
鉛

水
和
物
）
で
は
、「
重
大
な
副

作
用
」
の
項
目
に
、
胃
潰
瘍
を

追
記
し
た
。

　

因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い

国
内
症
例
が
７
件
集
積
し
た
こ

と
か
ら
、
改
訂
に
至
っ
た
。

　

サ
ノ
フ
ィ
の
関
節
リ
ウ
マ
チ

治
療
剤
「
ア
ラ
バ
錠
」（
レ
フ

ル
ノ
ミ
ド
）
に
関
し
て
は
、「
重

要
な
基
本
的
注
意
」
と
重
大
な

副
作
用
の
項
目
に
、
皮
膚
潰
瘍

を
追
記
し
た
。

　

海
外
症
例
で
因
果
関
係
が
否

定
で
き
な
い
症
例
が
５
件
、
う

ち
２
件
は
国
内
承
認
の
効
能
・

効
果
外
で
の
報
告
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、改
訂
に
踏
み
切
っ
た
。

　

M
eijiSeika

フ
ァ
ル
マ
の
抗

菌
剤
「
ビ
ク
シ
リ
ン
カ
プ
セ

ル
」「
ビ
ク
シ
リ
ン
注
射
用
」（
ア

ン
ピ
シ
リ
ン
水
和
物
）
な
ど
ア

ン
ピ
シ
リ
ン
水
和
物
含
有
製
剤

お
よ
び
ア
ン
ピ
シ
リ
ン
ナ
ト
リ

ウ
ム
含
有
製
剤
４
品
目
で
は
、

重
要
な
基
本
的
注
意
の
項
目
に

定
期
的
な
肝
機
能
検
査
を
行
う

こ
と
、
重
大
な
副
作
用
の
項
目

に
肝
機
能
障
害
を
追
記
し
た
。

　

注
射
用
の
ア
ン
ピ
シ
リ
ン
ナ

ト
リ
ウ
ム
製
剤
の
国
内
症
例
に

お
い
て
、
因
果
関
係
が
否
定
で

き
な
い
症
例
が
３
件
集
積
し
た

こ
と
か
ら
改
訂
に
至
っ
た
。

　

ゲ
ル
ベ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
非
イ

オ
ン
性
造
影
剤
「
オ
プ
チ
レ
イ

２
４
０
注
シ
リ
ン
ジ
」
等
の
イ

オ
ベ
ル
ソ
ー
ル
製
剤
に
つ
い
て

は
、
重
大
な
副
作
用
の
皮
膚
障

害
の
項
目
に
、
急
性
汎
発
性
発

疹
性
膿
疱
症
を
追
記
し
た
。

　

因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い

症
例
が
国
内
で
１
件
、
海
外
で

３
件
報
告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

改
訂
が
適
切
と
判
断
し
た
。

　

神
奈
川
県
の
大
和

綾
瀬
薬
剤
師
会
は
10

日
、
規
制
改
革
推
進

会
議
で
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
薬

剤
常
備
が
議
論
さ
れ
る
中
、
加

藤
久
幸
会
長
名
で
会
員
薬
局
に

休
日
夜
間
対
応
の
環
境
整
備
を

行
う
よ
う
要
請
す
る
通
知
を
発

出
し
た
。

　

通
知
で
は
、
規
制
改
革
推
進

会
議
で
の
検
討
内
容
を
記
載
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
薬

剤
を
常
備
す
る
こ
と
を
容
認
し

て
し
ま
え
ば
、「
医
薬
品
の
管

理
を
薬
剤
師
以
外
が
行
う
こ
と

を
容
認
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

医
薬
品
管
理
の
許
可
を
受
け
な

い
施
設
で
医
薬
品
を
管
理
す
る

と
い
う
国
全
体
の
薬
事
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
歪
め
る
こ
と
と
な

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

会
員
薬
局
に
対
し
て
、「
地

域
医
療
を
支
援
す
る
た
め
に
夜

間
休
日
の
対
応
の
環
境
整
備

と
、
必
要
が
あ
れ
ば
地
域
に
お

い
て
薬
局
間
の
連
携
を
検
討
す

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
対

応
を
呼
び
か
け
た
。

　

加
藤
氏
は
、「
多
く
の
会
員

が
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
薬
剤
常
備
に
関
す
る
議
論
な

ど
、
薬
剤
師
に
関
わ
る
問
題
で

ど
ん
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る

か
を
知
ら
な
い
。
ま
ず
は
今
、

何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
通
知
を
発

出
し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

薬
局
・
薬
剤
師
を
め
ぐ
る
規

制
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
る

中
、「
地
域
薬
剤
師
会
自
ら
が

会
員
に
情
報
提
供
し
、
意
識
啓

発
を
行
っ
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、「
会
員

薬
局
に
は
普
段
の
業
務
に
落
ち

度
が
な
い
の
か
を
確
認
し
て
も

ら
い
、
国
民
に
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
体
制
を

作
り
た
い
」
と
意
欲
を
示
し

た
。
薬
局
・
薬
剤
師
が
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
研
修
事
業
な

ど
を
実
施
す
る
方
針
だ
。

休
日
夜
間
対
応
を
要
請

規
制
改
革
の
議
論
受
け

大和綾瀬薬剤師会

リ
ア
ル
ダ
な
ど
添
文
改
訂
指
示　
厚
労
省

鎮
痛
剤
の
た
た
き
台
公
表


